
かかりつけ医機能の確保に関する協議の場について 

 

令和８年７月２８日（火）狭山保健所 

 

【背 景】 

 ・医療法第３０条の１８の５第１項に基づき、都道府県は、診療に関する学識経験者の

団体その他の医療関係者等との協議の場を設け、かかりつけ医機能確保に関する事項

について協議を行い、協議結果をとりまとめ公表することとなった。 

 

【県が示す想定される身近な協議の場】 

 （１）郡市医師会 

    医師会の理事会等での協議を想定。 

 （２）調整会議の部会 

    医師会、在宅療養支援病院、訪問看護ステーション等で協議。 

 （３）市町村の会議体 

    会議体に準じ協議。 

 （４）調整会議 

    調整会議の構成員で協議。 

 

【事務局案】 

  調整会議の部会を設置し、協議の場としたい。 

 

【理 由】 

 （１）郡市医師会 

    西部地域において４医師会あり、意見の取りまとめ・集約が困難。 

 （２）調整会議の部会（事務局案） 

    急性期医療～在宅医療までを視野に入れたかかりつけ医機能確保に関する関係者

（予算措置上９名程度の少人数）で議論を行うことができる。 

 （３）市町村の会議体 

    西部地域において５市あり、意見の取りまとめ・集約が困難。 

 （４）調整会議 

    現状で２４名おり、意見の取りまとめ・集約に多大な労力を要する。 
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